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撤化する必要がある .
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【は じめに】 注意障害や情報処理障害は統合失

調症患者に多く認められ,
こ の障害は こ の 疾患 に

お い てすべ て の経過, 状態で認 められる . その現

れ方は複雑な様相を呈 して おり, 統合失調症 の認

知機能障害の 重要な側面の 1 つ で ある.
こ れらの

注意障害 ･ 情報処理障害を計測する こ とが可能な

精神生理学的検査 と して事象関連電位が有名であ

る が
, 近年で は視覚機能に つ い て

, 視覚誘発電位

( V E P) や 視覚性事象関連電 位 ( E R P) な どで ,

その 刺激方法やパ ラ ダイ ム を工夫 し
, 形や色, 人

の表情などを用 い た研究が行われて い る. 我々 は

以前より色覚を中心と した認知機能の研究を行 っ

て い る が
, 今回 は 刺激方法 に 発光 ダ イ オ ー

ド

( Li gh t E m itt e d D i o d e; 以下 L E D) で
, 2 種類の色

の 閃光刺激を発するゴ ー グ ル 型の刺激装置を用 い

た V E P 検査 と
, 色パ ッ チを課題と した E R P 検査

を, 統合失調症 の患者10 名と健常成人 1 5 名に行

っ た .

【方法】 v E P で は, 被験者に は ゴ ー グ ル 型 の 赤

と緑の 発光ダイ オ ー ド ( L E D) を用 い た 刺激装

置を座位 に て着用 して も ら っ た . 刺激の 種類は

｢ 赤+ と ｢ 緑+ で あ る . E R P で は
, 被験者に は カ

ラ ー デ ィ ス プ レ イ モ ニ タ ー ( 33 .5 × 2 4 .5 c m ) の

前 1 m 3 0 c m の 位置 に座 位 し
, 画 面 に 出て く る

2 0 × 2 0 c m の 色 の つ い た 四角形を注視するよう

指示 した . 課題 ｢ 赤+ で は 標的刺激と して赤色,

非標的刺激と して青色, 黄色, 緑色の色 パ ッ チを

使用 し
, 課題 ｢緑+ で は

, 標的刺激と して録, 非

標的刺激と して青色, 黄色, 赤色 の 色パ ッ チ を使

用 した
.

【結果】 v E P に お い て
, 刺激 ｢赤+ の 潜時延長,

E R P の P 3 00 にお い て
, 両方の 課題 で潜時の延長,

課題 ｢赤+ で振幅の低下 が
, 統合失調症群に有意

に認 められた
.

コ ン ト ロ
ー ル 群におい て は

,
V E P

で刺激 ｢赤+ と比べ ｢緑+ で
, 潜時の延長と振幅

の低下が認 められ,
E R P の P 3 00 で は , 課題 ｢ 赤+

と比べ ｢緑+ で
, 潜時の 延長と振幅の低下が認 め

られた . 統合失調症群で は コ ント ロ ー ル群に み ら

れるような パ タ ー ン は認められ なか っ た .

【考察】 認知機能か らみ ると
,

Pl と N I OO は
, 視

覚伝達機能を反映 し
,

P 3 0 0 は刺激の評価過程を

反映, 潜時は刺激評価時間を, 振幅は情報処理容

量を表 して い る. 結果を考察すると
, 統合失調症

群で は, 視覚伝達機能と
, 刺激評価過程の双方に

,

コ ン ト ロ ー ル群と差異がある こ とが 認められ た .

また
,

コ ン ト ロ
ー ル群におい て, V E P , E R P 両方

で ｢ 緑+ と比べ ｢赤+ の方に潜時の 延長と振幅の

低下 が認められ,

一

般的に ｢緑+ よりも ｢赤+ の

方が刺激に対する反応 が強 い と考えられ た . それ

は
, 各色 の 持つ 波長や , 水晶体で の屈折率などが

影響 し
, 色 彩心理 に反 映して い る と考えられ た .

統合失調症群で は, V E P , E R P で コ ン ト ロ ー ル 群

にみ られるような パ タ ー ン は認められず, 通常の

色覚認知 と異 っ て い ると考えられた
.

こ の ような

視覚情報処理過程における差異が統合失調症の さ

ま ぎま な認知機能障害の基盤 となり, それが生活

上 の 実行機能の 障害に結び つ い て い ると考えられ

た .
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こ れまで の 遺伝疫学研究か ら, 統合失調症 の 発

症 には遺伝的要因が関与して い る こ とが示 されて

い る. 最近, 神経発達およびグ ル タ ミ ン酸伝達系


